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９月３０日に行われた記者
会見で、建設を進めるとい
う決断にいたった経緯など
について話す片岡市長
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架
橋
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備
方
針
に
つ
い
て
は
、
８
月
２０
日

に
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、
市
議
会
と
も
議
論
を
深

め
、
市
長
は
「
建
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と
決
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■清音神在本線の財政計画
年度 事　業　費 補　助　金 合併特例債 市の持ち出し

17 1億2000万円 6600万円 5130万円 270万円

18 3億900万円 1億6995万円 1億3200万円 705万円

19 3億9800万円 2億1890万円 1億7010万円 900万円

20 1億円 5500万円 4270万円 230万円

21 2億9000万円 1億5950万円 1億2390万円 660万円

22 4億円 2億2000万円 1億7100万円 900万円

23 9億円 4億9500万円 3億8470万円 2030万円

24 13億9000万円 7億6450万円 5億9420万円 3130万円

25 14億5000万円 7億9750万円 6億1980万円 3270万円

26 7億4300万円 4億865万円 3億1760万円 1675万円

合計 61億円 33億5500万円 26億730万円 1億3770万円

問い合わせ
土木課土木係
1(2８２９１

すでに完成している高梁川左岸側（中
原地内）の橋台から、高梁川と西部地区
を望む。橋台は平成１９年５月に完成

９
月
３０
日
、
市
役
所
で
高
梁
川
新

架
橋
の
整
備
方
針
に
つ
い
て
の
記
者

会
見
が
行
わ
れ
、
市
長
は
「
建
設
を

進
め
る
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

「
白
紙
に
戻
し
検
討
を
」
と
今
年
４

月
、
高
梁
川
新
架
橋
整
備
方
針
審
議

会
に
、
今
後
の
整
備
方
針
を
諮
問
。

８
月
２０
日
、
市
は
「
継
続
し
、
推
進

を
図
ら
れ
た
い
」
と
い
う
答
申
を
受

け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
９
月
定
例
市

議
会
の
初
日
、
市
長
は
建
設
を
進
め

る
方
向
で
検
討
す
る
と
表
明
し
、
一

般
質
問
や
市
議
会
全
員
協
議
会
な
ど

で
議
論
を
深
め
、
決
断
し
ま
し
た
。

私
が
、「
建
設
を
推
進
す
る
」
と

決
断
し
た
こ
と
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

決
断
に
あ
た
っ
て
は
、
審
議
会

か
ら
の
「
建
設
を
推
進
」
と
い
う
答

申
に
、
２
つ
の
私
の
役
割
を
加
味

し
判
断
し
ま
し
た
。

１
つ
は
、
企
業
誘
致
な
ど
の
経

済
波
及
効
果
や
交
通
の
利
便
性
の

向
上
、
渋
滞
緩
和
・
解
消
と
併
せ
、

将
来
の
財
政
見
通
し
に
も
確
証
が

も
て
、
災
害
時
の
代
替
道
路
に
な

る
な
ど
、
市
民
の
た
め
に
な
る
橋

で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

も
う
１
点
は
、「
賛
成
」「
反
対
」

で
市
を
二
分
し
、
政
争
の
具
と
な

っ
た
こ
と
を
払ふ

っ

拭
し
ょ
く

し
、
も
う
こ
れ

以
上
争
い
を
や
め
、
市
民
の
一
体

感
を
も
う
一
度
作
り
た
い
と
い
う

判
断
で
す
。
こ
の
２
つ
を
加
味
し

て
、
大
所
高
所
か
ら
決
断
し
ま
し

た
。ま

た
、
建
設
中
止
に
よ
り
、
最

大
で
８
億
円
と
な
る
事
業
費
の
返

還
は
、
市
民
に
説
明
が
で
き
ま
せ

ん
。
苦
渋
の
決
断
で
し
た
。

議
会
と
は
、
本
会
議
と
市
議
会

全
員
協
議
会
で
数
度
に
わ
た
り
議

論
し
ま
し
た
。
議
会
か
ら
は
、
健

全
な
財
政
運
営
や
他
の
事
業
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
な
ど
を
条

件
に
、
新
架
橋
の
予
算
を
獲
得
す

べ
く
陳
情
に
努
力
し
て
ほ
し
い

と
、
す
な
わ
ち
了
承
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

将
来
的
に
は
、
新
架
橋
の
西
詰

め
か
ら
真
備
、
船
穂
地
区
を
抜
け

倉
敷
市
と
総
社
市
を
循
環
す
る
環

状
道
路
を
目
指
す
こ
と
と
、
維
持

管
理
に
つ
い
て
も
県
管
理
を
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

新
架
橋
を
含
む
清
音
神
在
本
線

の
整
備
に
必
要
な
事
業
費
の
総
額

６１
億
円
の
内
、
半
分
以
上
の
５５
％

が
国
か
ら
の
補
助
金
で
す
。
残
り

の
４５
％
は
、
合
併
特
例
債
（
返
済
が

補
助
さ
れ
る
有
利
な
借
入
金
）
と
市

の
持
ち
出
し
（
一
般
財
源
）
で
す
。

下
の
表
の
と
お
り
、
市
の
持
ち
出

し
の
ピ
ー
ク
は
平
成
２５
年
の
３
２

７
０
万
円
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

清
音
神
在
本
線
の
借
入
金
（
合

併
特
例
債
）
は
、
３
年
据
え
置
き

１７
年
償
還
で
す
の
で
、
平
成
４６
年

度
ま
で
続
き
ま
す
。
返
済
の
ピ
ー

ク
は
、
平
成
３０
年
度
の
約
２
億
円

と
計
画
し
、
そ
の
時
点
で
も
実
質

公
債
費
比
率
は
１７
〜
１８
％
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
橋
、
道
路
部
分
と
も

に
、
平
成
２６
年
度
の
完
成
予
定
で

す
。新

架
橋
の
建
設
に
よ
り
、
地
域

主
義
や
子
育
て
主
義
、
人
材
育
成

と
い
っ
た
身
近
な
テ
ー
マ
の
底
上

げ
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
財
源
確
保
や
企
業
誘
致

に
取
り
組
み
、
新
た
な
自
立
す
る

総
社
市
を
目
指
し
、
次
な
る
ス
テ

ッ
プ
へ
市
政
を
推
進
し
ま
す
。
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市
民
の
た
め
に
な
る
橋
に
し
た
い
」

「
市
民
の
一
体
感
を
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り
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」

こ
の
２
つ
の
判
断
か
ら
決
断
し
ま
し
た

将
来
…
　
橋
の
維
持
管
理
は
県
へ
・
倉
敷（
真
備
・
船
穂
）へ
の
環
状
道
路
実
現
へ




